
JP 2009-276471 A 2009.11.26

10

(57)【要約】
【課題】背後に設置された物体の可視／不可視を切り替
えることのできるシャッター用液晶パネルを備えた液晶
表示装置において、液晶表示パネルの表示画像とシャッ
ター用液晶パネルの背面に設けられた役物とが重なって
視認されてしまうことを防止する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置１は、画像表示を行
う透過型の液晶表示パネル１１と、液晶表示パネル１１
の画像表示面とは反対側に配置され、透過状態と非透過
状態とに切り替えられるシャッター用液晶パネル１５と
、液晶表示パネル１１において全画面が白表示となった
ことを判別して、シャッター用液晶パネル１５を透過状
態とする透過指示信号を生成する指示信号生成部２３と
、上記透過指示信号を遅延させてシャッター用液晶パネ
ル１５へ送信する遅延回路２４（信号送信部）とを備え
ている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示を行う透過型の液晶表示パネルと、
　上記液晶表示パネルの画像表示面とは反対側に配置され、透過状態と非透過状態とに切
り替えられるシャッター用液晶パネルと、
　上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示となったことを判別して、上記シャッター
用液晶パネルを透過状態とする透過指示信号を生成する指示信号生成部と、
　上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター用液晶パネルへ送信する信号送信部とを
備え、
　上記透過指示信号が送信されているときに、上記シャッター用液晶パネルは透過状態に
なり、該シャッター用液晶パネルに対して上記液晶表示パネル配置側とは反対側に配置さ
れた物体が、上記液晶表示パネルに対して画像表示方向に位置するユーザーから可視の状
態となることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記信号送信部では、５～５０ｍｓだけ上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター
用液晶パネルへ送信することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記指示信号生成部では、１フレームにおける全画素のデータが最大階調になったこと
を判別して上記透過指示信号を生成することを特徴とする請求項１または２に記載の液晶
表示装置。
【請求項４】
　上記指示信号生成部では、上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示ではなくなった
ことを判別して、上記シャッター用液晶パネルを非透過状態とする非透過指示信号を生成
することを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　上記指示信号生成部において上記非透過指示信号が生成されたときには、
　上記指示信号生成部は、上記信号送信部を介さず、上記シャッター用液晶パネルへ上記
非透過指示信号を送信することを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　画像表示を行う透過型の液晶表示パネルと、
　上記液晶表示パネルの画像表示面とは反対側に配置され、透過状態と非透過状態とに切
り替えられるシャッター用液晶パネルとを備えた液晶表示装置の駆動方法であって、
　上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示となったことを判別して、上記シャッター
用液晶パネルを透過状態とする透過指示信号を生成する指示信号生成工程と、
　上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター用液晶パネルへ送信する信号送信工程と
を含み、
　上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示になった後に、上記シャッター用液晶パネ
ルは透過状態になり、該シャッター用液晶パネルに対して上記液晶表示パネル配置側とは
反対側に配置された物体が、上記液晶表示パネルに対して画像表示方向に位置するユーザ
ーから可視の状態となることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　上記信号送信工程では、５～５０ｍｓだけ上記透過指示信号を遅延させて上記シャッタ
ー用液晶パネルへ送信することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　上記指示信号生成工程では、１フレームにおける全画素のデータが最大階調になったこ
とを判別して上記透過指示信号を生成することを特徴とする請求項６または７に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　上記指示信号生成工程では、上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示ではなくなっ
たことを判別して、上記シャッター用液晶パネルを非透過状態とする非透過指示信号を生
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成することを特徴とする請求項６～８の何れか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　上記指示信号生成工程において上記非透過指示信号が生成されたときには、
　上記信号送信工程では、上記非透過指示信号を遅延させずに、上記シャッター用液晶パ
ネルへ上記非透過指示信号を送信することを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像データに応じた画像を表示する液晶表示パネルを備えるとともに、背後
に設置された物体の可視／不可視を切り替えることのできるシャッター用液晶パネルを備
えた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、パチンコなどの遊技装置における情報表示部を構成する表示装置として液晶
表示装置が広く使われている。
【０００３】
　また、これらの遊技装置に備えられる液晶表示装置として、画像表示を行う第１の液晶
パネル（液晶表示パネル）と、この第１の液晶パネルの背面側に配置され、透過状態と非
透過状態とに切り替えられる第２の液晶パネル（シャッター用液晶パネル）と、第２の液
晶パネルのさらに背面側に備えられた役物とを備え、第２の液晶パネルの透過／非透過を
制御することによって上記役物をユーザーから可視の状態と不可視の状態とに切り替える
液晶表示装置が提案されている（特許文献１，２参照）。
【特許文献１】特開２００５－１８５６２４号公報（２００５年７月１４日公開）
【特許文献２】特開２００４－２８３５４８号公報（２００４年１０月１４日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のような構成の液晶表示装置では、第１の液晶パネルが全面白表示となった場合に
この液晶パネルは透過状態となる。そのため、例えば、第１の液晶パネルが全面白表示と
なるタイミングに合わせて、背面に配置された役物がユーザーに視認可能となるような駆
動が行われる。つまり、第１の液晶パネルが全面白表示となるタイミングに合わせて第２
の液晶パネル（シャッター用液晶パネル）が透過状態となるように、第１の液晶パネルの
表示駆動と、第２の液晶パネルにおけるシャッター機能のオン／オフ制御とが行われる。
【０００５】
　しかし、液晶分子は、電圧が印加されてからその配向状態を変化させるまでに、ある程
度の時間を要する。そのため、第１の液晶パネルが全面白表示となるタイミングと同時に
第２の液晶パネル（シャッター用液晶パネル）を透過状態とするような制御を行うと、第
１の液晶パネルの液晶の応答速度よりも第２の液晶パネルの液晶の応答速度の方が速い場
合、第１の液晶パネルが全面白表示になる前に、第２の液晶パネルが透過状態となり、第
１の液晶パネルの表示画像と第２の液晶パネルの背面に設けられた役物とが重なって視認
されてしまうという問題が発生する。
【０００６】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、第１の液晶パネル（液晶表示パ
ネル）の表示画像と第２の液晶パネル（シャッター用液晶パネル）の背面に設けられた役
物とが重なって視認されてしまうことを防止し、表示品位の低下を防ぐ液晶表示装置およ
びその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明にかかる液晶表示装置は、上記の課題を解決するために、画像表示を行う透過型
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の液晶表示パネルと、上記液晶表示パネルの画像表示面とは反対側に配置され、透過状態
と非透過状態とに切り替えられるシャッター用液晶パネルと、上記液晶表示パネルにおい
て全画面が白表示となったことを判別して、上記シャッター用液晶パネルを透過状態とす
る透過指示信号を生成する指示信号生成部と、上記透過指示信号を遅延させて上記シャッ
ター用液晶パネルへ送信する信号送信部とを備え、上記透過指示信号が送信されていると
きに、上記シャッター用液晶パネルは透過状態になり、該シャッター用液晶パネルに対し
て上記液晶表示パネル配置側とは反対側に配置された物体が、上記液晶表示パネルに対し
て画像表示方向に位置するユーザーから可視の状態となることを特徴としている。
【０００８】
　上記の構成によれば、液晶表示パネルが全画面白表示となったときに生成される透過指
示信号を、信号送信部が遅延させてシャッター用液晶パネルに送信することにより、液晶
表示パネルが全画面白表示になった後に、シャッター用液晶パネルを透過状態にすること
ができる。そのため、液晶表示パネルが何らかの画像を表示する状態から全画面白表示の
状態に変化したときに、シャッター用液晶パネルの背面側に配置された物体と液晶表示パ
ネルの表示画像とが重なって視認されてしまうことを防止することができる。したがって
、液晶表示装置の表示品位の低下を抑えることができる。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置において、上記信号送信部では、５～５０ｍｓだけ上記透過指示
信号を遅延させて上記シャッター用液晶パネルへ送信してもよい。
【００１０】
　上記の構成によれば、液晶表示パネルの表示画像とシャッター用液晶パネルの背面側に
設けられた物体とが重なって視認されてしまうことをより確実に防止することができる。
【００１１】
　本発明の液晶表示装置において、上記指示信号生成部では、１フレームにおける全画素
のデータが最大階調になったことを判別して上記透過指示信号を生成してもよい。
【００１２】
　上記の構成によれば、液晶標示パネルの１フレームにおける全画素のデータが最大階調
になったことによって、全画面が白表示になったことを判別することができる。
【００１３】
　本発明の液晶表示装置において、上記指示信号生成部では、上記液晶表示パネルにおい
て全画面が白表示ではなくなったことを判別して、上記シャッター用液晶パネルを非透過
状態とする非透過指示信号を生成してもよい。
【００１４】
　上記の構成によれば、液晶表示パネルにおいて全画面が白表示ではなくなったときに、
非透過指示信号が送信され、シャッター用液晶パネルを非透過状態にすることができる。
そのため、液晶表示パネルが全画面白表示の状態から何らかの画像を表示する状態に変化
したときに、シャッター用液晶パネルの背面側に配置された物体と液晶表示パネルの表示
画像とが重なって視認されてしまうことを防止することができる。
【００１５】
　上記の液晶表示装置は、上記指示信号生成部において上記非透過指示信号が生成された
ときには、上記指示信号生成部は、上記信号送信部を介さず、上記シャッター用液晶パネ
ルへ上記非透過指示信号を送信してもよい。
【００１６】
　液晶表示パネルが全画面白表示の状態から何らかの画像を表示する状態に変化したとき
に、液晶表示パネルの表示画像とシャッター用液晶パネルの背面側に配置された物体との
重なりを確実に防止するためには、液晶表示パネルが白表示から他の表示に切り替わる前
か、あるいは、少なくとも切り替わると同時に、シャッター用液晶パネルが非透過状態と
なることが好ましい。
【００１７】
　上記の構成によれば、液晶表示パネルが全画面白表示ではなくなったときに生成される
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非透過指示信号については、信号を遅延させて送信する信号送信部を介さないため、液晶
表示パネルが全画面白表示ではなくなったタイミングと同期して、非透過指示信号をシャ
ッター用液晶パネルへ送信することができる。これにより、液晶表示パネルが全画面白表
示になった場合に、表示画像と物体との重なりを防止するだけではなく、液晶表示パネル
が全画面白表示ではなくなった場合に、液晶表示パネルの表示画像とシャッター用液晶パ
ネルの背面に設けられた物体とが重なって視認されてしまうことを、防止することができ
る。
【００１８】
　本発明にかかる液晶表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、画像表示を
行う透過型の液晶表示パネルと、上記液晶表示パネルの画像表示面とは反対側に配置され
、透過状態と非透過状態とに切り替えられるシャッター用液晶パネルとを備えた液晶表示
装置の駆動方法であって、上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示となったことを判
別して、上記シャッター用液晶パネルを透過状態とする透過指示信号を生成する指示信号
生成工程と、上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター用液晶パネルへ送信する信号
送信工程とを含み、上記液晶表示パネルにおいて全画面が白表示になった後に、上記シャ
ッター用液晶パネルは透過状態になり、該シャッター用液晶パネルに対して上記液晶表示
パネル配置側とは反対側に配置された物体が、上記液晶表示パネルに対して画像表示方向
に位置するユーザーから可視の状態となることを特徴としている。
【００１９】
　上記の方法によれば、液晶表示パネルが全画面白表示となったときに生成される透過指
示信号を、遅延させてシャッター用液晶パネルに送信することにより、液晶表示パネルが
全画面白表示になった後に、シャッター用液晶パネルを透過状態にすることができる。そ
のため、液晶表示パネルが何らかの画像を表示する状態から全画面白表示の状態に変化し
たときに、シャッター用液晶パネルの背面側に配置された物体と液晶表示パネルの表示画
像とが重なって視認されてしまうことを防止することができる。したがって、液晶表示装
置の表示品位の低下を抑えることができる。
【００２０】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法において、上記信号送信工程では、５～５０ｍｓだけ
上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター用液晶パネルへ送信してもよい。
【００２１】
　上記の方法によれば、液晶表示パネルの表示画像とシャッター用液晶パネルの背面側に
設けられた物体とが重なって視認されてしまうことをより確実に防止することができる。
【００２２】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法において、上記指示信号生成工程では、１フレームに
おける全画素のデータが最大階調になったことを判別して上記透過指示信号を生成しても
よい。
【００２３】
　上記の方法によれば、液晶表示パネルの１フレームにおける全画素のデータが最大階調
になったことによって、全画面が白表示になったことを判別することができる。
【００２４】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法において、上記指示信号生成工程では、上記液晶表示
パネルにおいて全画面が白表示ではなくなったことを判別して、上記シャッター用液晶パ
ネルを非透過状態とする非透過指示信号を生成してもよい。
【００２５】
　上記の方法によれば、液晶表示パネルにおいて全画面が白表示ではなくなったときに、
非透過指示信号が送信され、シャッター用液晶パネルを非透過状態にすることができる。
そのため、液晶表示パネルが全画面白表示の状態から何らかの画像を表示する状態に変化
したときに、シャッター用液晶パネルの背面側に配置された物体と液晶表示パネルの表示
画像とが重なって視認されてしまうことを防止することができる。
【００２６】
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　上記の液晶表示装置の駆動方法は、上記指示信号生成工程において上記非透過指示信号
が生成されたときには、上記信号送信工程では、上記非透過指示信号を遅延させずに、上
記シャッター用液晶パネルへ上記非透過指示信号を送信してもよい。
【００２７】
　上記の方法によれば、液晶表示パネルが全画面白表示ではなくなったときに生成される
非透過指示信号については、遅延させずに送信されるため、液晶表示パネルが全画面白表
示ではなくなったタイミングと同期して、非透過指示信号をシャッター用液晶パネルへ送
信することができる。これにより、液晶表示パネルが全画面白表示になった場合に、表示
画像と物体との重なりを防止するだけではなく、液晶表示パネルが全画面白表示ではなく
なった場合に、液晶表示パネルの表示画像とシャッター用液晶パネルの背面に設けられた
物体とが重なって視認されてしまうことを、防止することができる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明のかかる液晶表示装置は、上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター用液晶
パネルへ送信する信号送信部を備えており、上記透過指示信号が送信されているときに、
上記シャッター用液晶パネルは透過状態になり、該シャッター用液晶パネルに対して上記
液晶表示パネル配置側とは反対側に配置された物体が、上記液晶表示パネルに対して画像
表示方向に位置するユーザーから可視の状態となる。
【００２９】
　また、本発明にかかる液晶表示装置の駆動方法は、上記液晶表示パネルにおいて全画面
が白表示となったことを判別して、上記シャッター用液晶パネルを透過状態とする透過指
示信号を生成する指示信号生成工程と、上記透過指示信号を遅延させて上記シャッター用
液晶パネルへ送信する信号送信工程とを含んでいる。
【００３０】
　したがって、本発明によれば、液晶表示パネルが何らかの画像を表示する状態から全画
面白表示の状態に変化したときに、シャッター用液晶パネルの背面側に配置された物体と
液晶表示パネルの表示画像とが重なって視認されてしまうことを防止することができる。
したがって、液晶表示装置の表示品位の低下を抑えることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明の一実施形態について説明する。なお、本実施形態では、本発明をパチンコ機（
弾球遊技装置、遊技装置）に適用する場合について説明するが、本発明にかかる液晶表示
装置の用途はこれに限るものではない。
【００３２】
　図２は、本実施形態にかかる液晶表示装置１を備えたパチンコ機９０の概略構成を示す
斜視図である。この図に示すように、パチンコ機９０は、遊技盤９２を備えており、この
遊技盤９２の一部に液晶表示装置１を備えている。この構成においては、パチンコ機９０
の遊技者が液晶表示装置１の観察者（ユーザー）となる。
【００３３】
　次に、液晶表示装置１について説明する。図３は、液晶表示装置１のＸ－Ｘ’線の断面
図である。図４は、液晶表示装置１の各構成部品を分解して示す斜視図である。
【００３４】
　これらの図に示すように、液晶表示装置１は、液晶表示パネル１１（第１の液晶パネル
）と、拡散板１２と、導光板１３と、反射板１４と、シャッター用液晶パネル（第２の液
晶パネル）１５とが液晶表示パネル１１の画像表示方向の前面側から背面側に向かってこ
の順で配置されている。また、シャッター用液晶パネル１５のさらに背面側には役物（物
体）１６が配置されている。また、導光板１３の上方には液晶表示パネル１１に光を照射
するためのバックライト（光源）１７が配置されている。また、シャッター用液晶パネル
１５の背面側には、役物に光を照射するための役物用光源１８が、役物１６の斜め上方に
配置されている。
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【００３５】
　液晶表示パネル１１は、多数の画素を備えた透過型の液晶表示パネルであり、液晶表示
パネル駆動部（図示せず）が画像データに応じてこれら各画素に印加する電圧を制御する
ことにより、バックライト１７から出射されて各画素を透過する光の透過率を制御し、画
像データに応じた画像（遊技内容に応じた画像）を表示するようになっている。液晶表示
パネル１１の構成および表示形式は特に限定されるものではなく、従来から公知の種々の
透過型液晶パネルを用いることができる。本実施形態では、液晶表示パネル１１として、
ＴＦＴ（thin film transistor：薄膜トランジスタ）が各画素に形成されたアクティブマ
トリクス型の液晶表示パネルを用いている。具体的には、対向配置した２枚の基板間に液
晶を封入し、これら両基板における液晶に面しない面（外側面）にそれぞれ偏光板を配し
たものを用いている。
【００３６】
　バックライト１７は、液晶表示パネル１１のバックライトとしての機能を有している。
本実施形態では、バックライト１７として冷陰極型蛍光ランプ（ＣＣＦＬ）を用い、これ
ら各ランプをそれぞれ導光板１３の上方および下方に配置したサイドライト方式を採用し
ている。
【００３７】
　拡散板１２は、導光板１３からの光を適度に拡散して液晶表示パネル１１に照射するた
めのものであり、液晶表示パネル１１の表示面法線方向から見て中央部がくり抜かれ、周
縁部が液晶表示パネル１１における表示面の周縁部と重畳する形状になっている。なお、
拡散板１２として、図４に示すように複数の機能部材（例えばマット状拡散板、ディフュ
ーザ等）を積層したものを用いてもよい。
【００３８】
　導光板１３は、バックライト１７から入射した光を液晶表示パネル１１側に導くための
ものである。また、導光板１３は、拡散板１２と同様、液晶表示パネル１１の表示面法線
方向から見て中央部がくり抜かれ、周縁部が液晶表示パネル１１における表示面の周縁部
と重畳する形状になっている。
【００３９】
　反射板１４は、導光板１３から背面側（シャッター用液晶パネル１５側）に拡散された
光を前面側に反射する。反射板１４は、前面側から見た形状が導光板１３と略同形状かつ
同サイズになっている。したがって、バックライト１７から出射されて導光板１３から背
面側に拡散した光はそのほぼ全てが前面側に反射され、反射板１４よりも背面側には出射
されないようになっている。
【００４０】
　以上のように、拡散板１２、導光板１３、および反射板１４の中央部にはくり抜き部が
設けられており、このくり抜き部の背面側には、シャッター用液晶パネル１５が備えられ
ている。なお、ここで背面側とは、液晶表示パネル１１の画像表示面とは反対側のことを
意味する。
【００４１】
　シャッター用液晶パネル１５は、シャッター液晶駆動回路２５（図１参照）によって駆
動され、透過状態と非透過状態（遮蔽状態）とに切り替えられる。これにより、透過状態
のときにはユーザーから拡散板１２、導光板１３、および反射板１４の上記くり抜き部を
介して役物１６を観察でき、非透過状態ではユーザーから役物１６を観察できなくなる。
なお、本実施形態において、非透過状態とは、必ずしも完全に光を透過しない状態でなく
てもよく、ユーザーから役物１６を実質的に観察できない状態（あるいは明瞭に観察でき
ない状態）であればよい。
【００４２】
　役物用光源１８は、シャッター用液晶パネル１５よりも背面側であって、上記くり抜き
部よりも上方に配置されている。そして、この役物用光源１８から出射される光によって
役物１６を照らすことにより、シャッター用液晶パネル１５が透過状態のときに、ユーザ
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ーが役物１６を観察できるようになっている。
【００４３】
　本実施形態では、シャッター用液晶パネル１５として、いわゆる高分子分散型の液晶表
示パネルを用いている。具体的には、対向配置した２枚の基板間に高分子を分散させた液
晶を封入している。つまり、上記基板間の液晶層には高分子による３次元のネットワーク
が形成されており、そのネットワークの間隙に液晶分子が導入されている。なお、このシ
ャッター用液晶パネル１５には偏光板は設けられていない。
【００４４】
　これにより、液晶層に電圧が印加されていない状態では、液晶分子がランダムに配向し
て液晶層で光が散乱する。したがって、電圧が印加されていない状態では、光は液晶層を
透過しにくくなり、反射する光の割合が増加する。また、液晶層を透過した光も、液晶層
の中で散乱するため、白色散乱光となる。このため、液晶層に電圧が印加されていない状
態では、シャッター用液晶パネル１５の背後にある役物１６はユーザーから見えなくなる
。ここでは、この状態をＯＦＦ状態と呼ぶ。
【００４５】
　一方、液晶層に電圧が印加された状態では、液晶分子は、電圧によって生じた電界に沿
って１つの方向にそろって配向する。すなわち、ランダムな配向状態から、均一配向に変
化する。したがって、光は散乱することなく液晶層を透過する。これにより、シャッター
用液晶パネル１５は透明になり、背後にある役物１６はユーザーからはっきりと見えるよ
うになる。ここでは、この状態をＯＮ状態と呼ぶ。
【００４６】
　なお、シャッター用液晶パネル１５は、透過状態と非透過状態とに切り替え可能な液晶
パネルであればよく、従来から公知の種々の液晶パネルを用いることができる。例えば、
特許文献１に記載されているようなポリマー分散液晶を用いた液晶パネルを用いてもよい
。また、偏光板を備えた従来のＴＮ（Twisted Nematic）型液晶表示パネルを用いてもよ
い。
【００４７】
　役物１６の構成は特に限定されるものではなく、ユーザーに見せたい展示物を配置すれ
ばよい。例えば、人、キャラクター、動物、植物、乗り物、建物等の模型などの造形物で
あってもよく、絵画、写真、文字、図形等であってもよい。
【００４８】
　本実施の形態の液晶表示装置１では、液晶表示パネル１１の表示画像とシャッター用液
晶パネル１５の背面側（シャッター用液晶パネル１５に対して液晶表示パネル１１配置側
とは反対側）に設けられた役物１６とが重なって視認されてしまうことを防止するために
、液晶表示パネル１１において全画面が白表示になった後に、シャッター用液晶パネル１
５が透過状態になり、該シャッター用液晶パネル１５の背面側に配置された役物１６が、
ユーザーから視認可能な状態となるような駆動が行われている。具体的な駆動方法につい
て、以下に説明する。
【００４９】
　図１には、液晶表示装置１が上記のような駆動を行うための構成を示す。図１に示すよ
うに、液晶表示装置１には、フレームメモリ２１、ＡＮＤ回路２２、指示信号生成部２３
、遅延回路２４（信号送信部）、シャッター液晶駆動回路２５、シャッター液晶用電源２
６などが設けられている。
【００５０】
　なお、液晶表示パネル１１に対して画像表示を行うための表示駆動については、従来公
知の液晶表示装置において行われる駆動方法を適用することが可能である。そのため、図
１では表示駆動を行うための構成は省略している。
【００５１】
　フレームメモリ２１には、図示しない画像データ生成部によって生成された画像データ
が供給され、供給された画像データが１フレームごとに格納される。フレームメモリ２１
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内には、赤色（Ｒ）の画素に供給される画像データＲｉを格納するＲメモリ２１ａ、緑色
（Ｇ）の画素に供給される画像データＧｉを格納するＧメモリ２１ｂ、青色（Ｂ）の画素
に供給される画像データＢｉを格納するＢメモリ２１ｃが設けられている。
【００５２】
　なお、図示はしていないが、本実施の形態では、フレームメモリ２１は、液晶表示パネ
ル１１へ送信する各種信号（データ信号、走査信号など）の送信タイミングを制御するタ
イミングコントローラ内に設けられている。但し、本発明ではこのような構成に限定はさ
れず、フレームメモリはタイミングコントローラの外に設けられていてもよい。
【００５３】
　フレームメモリ２１に格納された画像データは、タイミング信号と同期を取りながら、
図示しない液晶表示パネル駆動部へ送信される。そして、液晶表示パネル駆動部から液晶
表示パネル１１に対して、画像表示を行うための各種信号（データ信号、走査信号など）
が供給される。
【００５４】
　ＡＮＤ回路２２は、フレームメモリ２１内に格納された１フレームごとの各画素のデー
タのＡＮＤを取り、全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」であれば「１」を出力し、少なく
とも１画素が「Ｈｉｇｈ」以外であれば「０」を出力する。ここで、画素の画像データが
「Ｈｉｇｈ」であるとは、階調値が最大である（例えば、６ビットの画像データの場合に
は、階調値が「６３」である）ことを意味する。なお、各画素の画像データが最大階調で
あれば、当該画素は白表示となる。したがって、全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」であ
れば、液晶表示パネル１１では、全画面が白表示となる。
【００５５】
　指示信号生成部２３は、ＡＮＤ回路２２から送信された信号に基づいて、シャッター用
液晶パネル１５に対して透過状態（ＯＮ状態）を指示する透過指示信号、あるいは、シャ
ッター用液晶パネル１５に対して非透過状態（ＯＦＦ状態）を指示する非透過指示信号を
生成する。
【００５６】
　遅延回路２４は、入力された透過指示信号について、入力クロック数を計測し、遅延時
間の５～５０ｍｓだけ送信タイミングを遅延させて、該透過指示信号を出力する。なお、
ここで示す遅延時間は一例であって、本発明はこれに限定はされない。遅延時間は、各液
晶パネルの特性に応じて適宜決めればよい。
【００５７】
　シャッター液晶駆動回路２５は、入力された透過指示信号または非透過指示信号に基づ
いて、シャッター用液晶パネル１５へ印加する電圧値を決定する。
【００５８】
　シャッター液晶用電源２６は、シャッター用液晶パネル１５へ印加する電圧を供給する
。
【００５９】
　図５には、図１に示す制御ブロック図において行われる、シャッター用液晶パネル１５
の透過（ＯＮ）／非透過（ＯＦＦ）の切替え処理の流れを示す。
【００６０】
　先ず、指示信号生成部２３では、フレームメモリ２１からの画像データを受信する（Ｓ
１１）。そして、指示信号生成部２３では、１フレームにおける全画素の画像データが「
Ｈｉｇｈ」であるか否かの判別を行う（Ｓ１２）。
【００６１】
　ここで、指示信号生成部２３が受信するデータは、図１に示すように、ＡＮＤ回路２２
を介して、フレームメモリ２１から送信される。ＡＮＤ回路２２では、上記したように、
１フレームにおける全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」（すなわち、最大階調値）であれ
ば「１」を出力し、少なくとも１画素が「Ｈｉｇｈ」以外であれば「０」を出力する。
【００６２】
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　そこで、指示信号生成部２３では、ＡＮＤ回路２２から送信されたデータが「１」であ
るか「０」であるかの判別を行う。
【００６３】
　そして、ＡＮＤ回路２２から送信されたデータが「１」である場合（つまり、１フレー
ムにおける全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」である場合）には（Ｓ１２においてＹＥＳ
の場合）、シャッター用液晶パネル１５に対して透過状態を指示する透過指示信号を生成
する（Ｓ１３）。一方、ＡＮＤ回路２２から送信されたデータが「０」である場合（つま
り、１フレームにおいて「Ｈｉｇｈ」ではない画像データが少なくとも１画素存在する場
合）には（Ｓ１２においてＮＯの場合）、シャッター用液晶パネル１５に対して非透過状
態を指示する非透過指示信号を生成する（Ｓ１４）。
【００６４】
　指示信号生成部２３において透過指示信号が生成されると（Ｓ１３）、該透過指示信号
は遅延回路２４へ送信される（Ｓ１５）。遅延回路２４では、入力された透過指示信号に
ついて、入力クロック数を計測し、遅延時間の５～５０ｍｓだけ送信タイミングを遅延さ
せて、該透過指示信号をシャッター液晶駆動回路２５へ出力する。
【００６５】
　一方、指示信号生成部２３において非透過指示信号が生成されたときは（Ｓ１４）、指
示信号生成部２３は、遅延回路２４を介さずに、シャッター液晶駆動回路２５へ直接信号
を送信する。
【００６６】
　シャッター液晶駆動回路２５では、入力された指示信号に基づいて、シャッター用液晶
パネル１５へ印加する電圧値を決定し（Ｓ１６）、その電圧をシャッター用液晶パネル１
５へ供給する（Ｓ１７）。具体的には、透過指示信号が入力された場合には、シャッター
用液晶パネル１５を透過状態（ＯＮ状態）とするための電圧をパネルへ供給する。一方、
非透過指示信号が入力された場合には、シャッター用液晶パネル１５を非透過状態（ＯＦ
Ｆ状態）とするための電圧をパネルへ供給する。
【００６７】
　以上のような処理を行うことによって、シャッター用液晶パネル１５は、透過状態（Ｏ
Ｎ状態）から非透過状態（ＯＦＦ状態）へ、または、非透過状態（ＯＦＦ状態）から透過
状態（ＯＮ状態）へ切り替わる（Ｓ１８）。
【００６８】
　図６には、上記のような処理をおこなったときの画像データおよび各信号のデータ波形
を示す。図６において、ａで示す信号は、指示信号生成部２３から出力された指示信号（
図１におけるａに相当）であり、ｂで示す信号は、シャッター液晶駆動回路２５へ入力さ
れる指示信号（図１におけるｂに相当）であり、ｃで示す信号は、シャッター用液晶パネ
ル１５へ入力される電圧印加信号（図１におけるｃに相当）に相当する。また、図６にお
いて、Ｔ１は、１フレームにおける全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」となった時点であ
る。つまり、Ｔ１において、画像データは何らかの画像表示から全画面白表示へと切り替
わる。Ｔ２は、１フレームにおける全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」の状態から、それ
以外の状態へと切り替わる時点である。
【００６９】
　図６に示すように、指示信号生成部２３から出力される信号が非透過指示信号から透過
指示信号へ変わったとき（Ｔ１）には、透過指示信号は、遅延回路２４を介するため、Ｔ
１よりもｔ（ｍ秒）だけ遅れてシャッター液晶駆動回路２５へ入力される。一方、指示信
号生成部２３から出力される信号が透過指示信号から非透過指示信号へ変わったとき（Ｔ
２）には、非透過指示信号は、遅延回路２４を介さないため、Ｔ２と同じタイミングでシ
ャッター液晶駆動回路２５へ入力される。これに伴い、シャッター用液晶パネル１５へ入
力される電圧印加信号の波形（図６におけるｃ）は、シャッター液晶駆動回路２５へ入力
される信号の波形（図６におけるｂ）と同様の変化をする。
【００７０】
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　上記のような処理を行うことによって、１フレームにおける全画素の画像データが「Ｈ
ｉｇｈ」（すなわち、液晶表示パネル１１において全画面が白表示）となった場合には、
シャッター用液晶パネル１５をＯＮ状態（透過状態）とするための透過指示信号を遅延さ
せてシャッター液晶駆動回路２５へ送信することができる。
【００７１】
　これにより、例えば、液晶表示パネル１１の液晶の応答速度よりもシャッター用液晶パ
ネル１５の液晶の応答速度の方が速いような場合であっても、液晶表示パネル１１が全画
面白表示になった後に、シャッター用液晶パネル１５を透過状態にすることができる。そ
のため、液晶表示パネル１１が何らかの画像を表示する状態から全画面白表示の状態に変
化したときに、シャッター用液晶パネル１５の背面側に配置された物体と液晶表示パネル
の表示画像とが重なって視認されてしまうことを防止することができる。したがって、液
晶表示装置１の表示品位の低下を抑えることができる。
【００７２】
　反対に、１フレームにおける全画素の画像データが「Ｈｉｇｈ」（すなわち、液晶表示
パネル１１において全画面が白表示）の状態から、それ以外の状態（すなわち、液晶表示
パネル１１において何らかの画像表示が行われている状態）となった場合には、シャッタ
ー用液晶パネル１５をＯＦＦ状態（非透過状態）とするための非透過指示信号を遅延させ
ずに（画像データの切り替わりと同じタイミングで）シャッター液晶駆動回路２５へ送信
することができる。
【００７３】
　これにより、シャッター用液晶パネル１５がＯＦＦ状態となるタイミングが、液晶表示
パネル１１における画像表示開始のタイミングよりも遅れることを防ぐことができる。そ
のため、液晶表示パネル１１が全画面白表示になった場合に、表示画像と物体との重なり
を防止するだけではなく、液晶表示パネル１１が全画面白表示ではなくなった場合に、液
晶表示パネル１１の表示画像とシャッター用液晶パネル１５の背面に設けられた物体とが
重なって視認されてしまうことを、防止することができる。
【００７４】
　なお、液晶表示パネル１１に対して全画面を白表示とする画像データが入力されてから
、実際に表示画面が白表示となるためには、１０数ｍ秒を要する。そこで、遅延回路２４
では、５～５０ｍｓだけ透過指示信号を遅延させることが好ましい。
【００７５】
　続いて、本発明の他の構成例について、図７、図８を参照しながら説明する。
【００７６】
　図７には、本発明にかかる液晶表示装置の他の構成例を示す。図７に示す液晶表示装置
１０１は、液晶表示装置１と同様に、パチンコ機９０の内部に備えられている。液晶表示
装置１０１において、液晶表示装置１と同じ構成が適用できる部分については、適宜その
説明を省略し、液晶表示装置１と異なる点のみを説明する。
【００７７】
　図７に示すように、液晶表示装置１０１には、液晶表示装置１には設けられていない構
成として、セレクタ回路２７が設けられている。なお、他の構成部材は、液晶表示装置１
と同じであるので、同じ番号を付している。セレクタ回路２７は、シャッター液晶用電源
２６とシャッター液晶駆動回路２５との間に設けられている。
【００７８】
　セレクタ回路２７は、シャッター液晶用電源２６からの供給電圧を数段階（例えば、１
０段階）に分圧し、任意の電圧を選択するものである。液晶表示装置１０１では、このセ
レクタ回路２７が設けられていることによって、シャッター用液晶パネル１５へ供給する
電圧を数段階に変更することができ、シャッター用液晶パネル１５の透過率を変化させる
ことができる。
【００７９】
　図８には、セレクタ回路２７によって選択されるシャッター液晶用電源２６からの供給
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電圧とシャッター用液晶パネル１５の透過度との関係を示す。図８に示す例では、シャッ
ター液晶用電源２６からの供給電圧を１０段階に分圧している。
【００８０】
　セレクタ回路２７が設けられている液晶表示装置１０１においても、液晶表示装置１と
同様に、指示信号生成部２３において透過指示信号が生成された場合には、遅延回路２４
によって送信タイミングが遅延されてシャッター用液晶パネル１５へ所定の電圧が印加さ
れる。これにより、液晶表示パネル１１において全画面が白表示となった後に、シャッタ
ー用液晶パネル１５が透過状態（ＯＮ状態）となる。
【００８１】
　但し、液晶表示装置１０１では、セレクタ回路２７によってシャッター用液晶パネル１
５の透過度を数段階に調節できる。そのため、例えば、パチンコ機９０におけるアプリケ
ーションに応じて、シャッター用液晶パネル１５の透過度を変化させて、背面に配置され
た役物１６の見え具合を変化させることができる。
【００８２】
　一方、指示信号生成部２３において非透過指示信号が生成された場合には、液晶表示装
置１と同様に、遅延回路２４を介さずに非透過指示信号がシャッター液晶駆動回路２５へ
送信され、液晶表示パネル１１における画像表示開始のタイミングと同時にシャッター用
液晶パネル１５が非透過状態（ＯＦＦ状態）となる。
【００８３】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００８４】
　本発明の液晶表示装置は、パチンコ機、パチスロ機、ゲーム機等の遊技装置や、商品等
の展示物を展示したり各種情報を表示したりするための展示装置等に特に好適に利用可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の一実施の形態にかかる液晶表示装置の構成を示す制御ブロック図である
。
【図２】本発明の実施の形態にかかる液晶表示装置を備えたパチンコ機の概略構成を示す
斜視図である。
【図３】本発明の一実施の形態にかかる液晶表示装置の構成を示す断面図であって、図２
に示す液晶表示装置のＸ－Ｘ’線断面図である。
【図４】本発明の一実施の形態にかかる液晶表示装置の各構成部品を分解して示す斜視図
である。
【図５】図１に示す液晶表示装置におけるシャッター用液晶パネルのＯＮ／ＯＦＦ切替え
処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図６】図１に示す液晶表示装置内で送受信される画像データおよび各信号の波形図であ
る。
【図７】本発明にかかる液晶表示装置の他の構成例を示す制御ブロック図である。
【図８】図７に示す液晶表示装置において、セレクタ回路によって選択されるシャッター
液晶用電源からの供給電圧とシャッター用液晶パネルの透過度との関係を示すグラフであ
る。
【符号の説明】
【００８６】
　　１　　液晶表示装置
　１１　　液晶表示パネル
　１２　　拡散板
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　１３　　導光板
　１４　　反射板
　１５　　シャッター用液晶パネル
　１６　　役物（物体）
　１７　　バックライト
　１８　　役物用光源
　２１　　フレームメモリ
　２２　　ＡＮＤ回路
　２３　　指示信号生成部
　２４　　遅延回路(信号送信部)
　２５　　シャッター液晶駆動回路
　２６　　シャッター液晶用電源
　２７　　セレクタ回路
１０１　　液晶表示装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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